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                        「心をそろえて」 
                                                                   校長    豆田 啓二 
  わが家の狭い玄関に入った途端、脱ぎ散らかした靴の乱れに我ながらあきれてしまいました。昔から玄関の靴が
綺麗に揃えられ整頓されていれば落ち着いたその家庭の雰囲気が伝わり、反対に靴の脱ぎ方が乱暴だと子供のしつ

けまで一目で分かってしまうと言われます。 
 
 
 
 

履物をそろえると、心もそろう。心がそろうと、履物もそろう。 
脱ぐときそろえておくと、履くときに心が乱れない。 
誰かが乱しておいたら、黙ってそろえておいてあげよう。 
そうすればきっと、世界中の人の心もそろうでしょう。        － 円福寺  藤本 幸邦 － 

  これは、ある自動車メーカーの方からいただいた「履物をそろえる」というキャッチコピーです。忘れかけてい
た言葉に出会い何か心がほっとする思いになりました。 
  よその家の玄関で靴を脱ぐとき、きちんと向きを変えて脱ぐ人もあれば、そのままの人もいます。旅館の宴会場
でのスリッパの並び具合でもその人達のマナー[心のおき方]が分かるものです。履物を揃える揃えないのことぐら
いとても小さなことのようですが、小さなことだからこそ意味がある気がします。今、そんなちょっとした気遣い

や心遣いがなおざりにされているようでなりません。今の世の中が自己中心的で思いやりの心に欠けると言われる
のは、そんなところに起因するかも知れません。 
  ある人が講演の中で「心を耕すは家庭の中、その心の教育を家庭でどれだけやっているかで、その子の人間性が
豊かになるかどうかが決まる」と言われたのを思い出します。家庭での教育の基本は「褒めることと叱ること」の

二つであると。しかし、だた単に褒めればいいというものではなく、叱り方にしても感情的になったり、「誰かに怒

られるよ」といった他者依存的であったり、刹那的であっては子供の心に響きません。事の理非をわきまえタイミ
ングを計り、心をこめて褒め、叱ることが大切です。叱られて子供は善悪の判断力や社会の規則を学び、褒められ

ることにより存在感を感じ、自分の生き方に自信を持つようになります。ひいては他者の長所や行動を認め、理解
するようになるはずです。 
  そして、子供と接する時に大事なことは、「忍（まつ）、認（みとめる）、任（まかせる）、仁（おもいやる）」の４
つのニンを絶えず心掛けて教育にあたることだと言います。頭では理解できても、我が子への教育を実践するのは

なかなか難しいもの。わが家では「任」だけが強すぎたようです。早速「忍」の気持ちで自ら靴を並びかえました

が、果たしてどこまで理解してくれるか。 
  五黄の年は昔から天変地異が起こる年だと言われますが、今年は地震や台風、火山の噴火などによる災害が例年
になく多く発生した年でした。被災された方々には心からお見舞いを申し上げたいと思います。そんな中、各地で
ボランティア活動など人と人の思いやりが心をそろえて展開されたことは大きな救いでした。 
  来年こそは災害のないよい年になりますよう祈りたいと思います。この一年間、皆様方からのご支援・ご協力に
深く感謝申し上げます。どうぞよい新年をお迎えください。 

生活指導から 
 ①１２月の生活目標        「思いやりや助け合いの心を持とう」  

 豊かな学校生活を支えるものは、あたたかい友達関係です。相手の気持ちを理解して思いやる態度が
お互い欠けている人間関係の上には、豊かな学校生活は有り得ないともいえるでしょう。こうした態

度は、自分自身が思いやりを受けたり、自分の気持ちを理解してもらえたり、という体験を通して育
まれます。こうした心の根本的な養育は家庭においてこそできるものでしょう。学校においては、気

づかせたり場面において学ばせたりを主にしていきたいと思っています。 
②「ＣＡＰワークショップ」実施について 
ＣＡＰ（Child Assault Prevention）とは、子どもへの暴力防止の意味で、ＣＡＰプログラムは人権
概念を通して子どもたちが、いじめ、誘拐、性暴力などのあらゆる暴力から自分を守る方法を学ぶ参

加体験型のプログラムです。 二小では、児童向けワークショップを 3年生を対象に 1月 18 日に行い

ますが、保護者向けワークショップも以下の日時で行います。 
日時     1 月１１日  １４時～１６時          場所    視聴覚室（人数が多い場合は体育館） 

・ どの学年の保護者の方も参加できますので、多数の参加をお待ちしております。 
・ 詳しいお知らせは後日出ます。                           生活指導主任 
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校長 豆田 啓二 
 ホームページ http://www.education.ne.jp/mitaka/nisho-es/index.htm 

 



 

  

 1２月の行事予定 

 
Ａ時間割                                       Ａ時間割 

 

      １日（水）個人面談③                       １３日（月）クラブ  避難訓練 

      ３日（金）個人面談④  ５時間授業           １６日（木）音楽集会 

 

Ｂ時間割                                       特別時間割 

 

      ６日（月）個人面談⑤  ５時間授業           ２２日（水）給食終了 

      ７日（火）個人面談⑥  ６年社会科見学       ２３日（木）祝日[天皇誕生日] 

      ８日（水）５時間授業                       ２４日 (金) 終業式  大掃除 

      ９日（木）児童集会  冬の歯科検診 

 

１月１１日（火）始業式  大掃除 

                                                                      

 

冬の歯科検診について 
 

    １２月９日（木）の９：００～全校児童対象で歯科検診を行います。朝ご飯の後、歯磨き

をしっかりして検診を受けましょう。（虫歯は冬つくられるとも言います。） 

                                                            [養護教諭]     
 

 

マラソンタイムについて 

 
 冬の寒さに負けない、丈夫な身体を作るための取り組みの一つとして、毎年この時期に全校

で持久走に取り組んでいます。 

１１月２９日（月）から１２月１０日（金）まで、１０時４０分からの３分間が『マラソン

タイム』です。校庭に３つのトラックを作り、低・中・高学年に分かれて走ります。それぞれ

自分に合ったペースで走ることになっています。 

わずか３分間ですが、毎日取り組み続けることで、徐々に持久力がついていきます。『マラ

ソンタイム』だけでなく、各学年の体育の授業でもあわせて取り組んでいきます。 

そして、自分のがんばりの成果を確かめるために、学年ごとの校内マラソン大会も予定され

ています。決まった距離をどれだけ早く走れるかというのではなく、決まった時間の中でどれ

だけの距離を走れるかという形で行います。 

マラソンタイム・マラソン大会の取り組みの中で、長く走れるペースを自分で見つけ、走る

ことを楽しみながら、持久力をつけていってほしいと思います。 

                         [健康教育担当] 


